
 

 

 

令和８年度分福岡都市圏南部工場の容量市場に関する業務 
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令和４年８月 

福岡都市圏南部環境事業組合 

 

 



１ 契約件名   令和８年度分福岡都市圏南部工場の容量市場に関する業務 

 

２ 目  的   福岡都市圏南部環境事業組合（以下、「組合」という。）が所有するごみ焼却

施設（以下、「南部工場」という。）の発電容量を用いて、令和８年度分容量市

場（発動指令電源）に参加し、その収入に対する報酬を令和９年度に組合に

支払うもの 

 

３ 契約期間   令和８年４月１日から令和９年 10月 31 日まで 

 

４ 履行場所   福岡都市圏南部工場（福岡県春日市大字下白水 104 番地５） 

 

５ 施設概要   南部工場：ごみ焼却施設（福岡市、春日市、大野城市、太宰府市、那珂川市か

らの一般廃棄物、可燃物のみを焼却）、ストーカ式焼却方式（連続

運転式）、510 ｔ/日（170 t/日×３炉）、平成 28年４月稼働開始 

発電設備：抽気復水タービン（16,700 ｋＷ） 

売電電力量：48,305 ＭＷｈ（令和３年度実績） 

全停期間：年 14 日程度（１月） 

 

６ 入札後の流れ 

令和４年 10 月：組合、落札者間で覚書締結 

本仕様書及び「添付資料」に示す条件等を記載した、令和８年度分容量

市場への参加に関する覚書の取り交わし 

令和４年 11 月：落札者は令和８年度分メインオークションへの応札 

令和６年度  ：測定装置類の設置、実効性テスト 

令和８年 ３月：組合、落札者間で契約締結 

「添付資料」に示す方法による計算にて決定した額での契約書の取り交

し 

 

７ その他 

ごみ処理を最優先とするため、発動指令に対して、送電量増の操作を行う等の対応はし

ないものとする。 

令和８年度分容量市場について、落札者がメインオークションで落札できなかった場合

には、契約額は０円とする。 

発動指令があった際に南部工場が廃炉となっている場合には、廃炉時期に応じ、契約額

を限度として減額するという項目を契約書に盛り込む。 

 

 

 

 



＜添付資料＞ 

 

 

１ 入札金額の算定条件 

今回の入札金額は、令和８年度分容量市場（発動指令電源）への参加に伴う組合への報

酬額【円】（税抜き）とする。 

ただし、算定の際の条件は以下のとおりとする。 

(1) 令和８年度における売電状況は、令和３年度と同様とする。 

（令和３年度における１時間ごとの売電量は別紙のとおり） 

(2) 約定価格は令和７年度分と同額とする。 

(3) 期待容量 1,000ｋＷ あたりの金額とする。（期待容量を制限するものではない。） 

(4) 上限バイオマス比率を 75％とする。 

(5) 通常、組合が売電をするのに必要となる計測装置以外で容量市場の参加に必要とな

る、計測装置、装置の設置、システムの導入、実効性テストに関する費用などすべ

ての費用は受注者の負担とする。 

(6) ペナルティが発生した場合、それによる減額分については受注者の負担とする。そ

のため、収入からペナルティ等のリスク分や収益・経費等分を減じたものを報酬額

とする。 

 

２ 契約額 

実際の契約額については、以下の式で計算される額とする。 

 

令和８年度分約定価格【円/ｋＷ】 
入札額 × 

令和７年度分約定価格（5,242）【円/ｋＷ】 
 

実効性テスト後に決定する期待容量【ｋＷ】 
× 

報酬額算定の際に用いた期待容量(1,000)【ｋＷ】 
 

× （ １ ＋ 消費税及び地方消費税率 ） 

 

ただし、消費税等加算前金額の計算途中では端数処理せず、計算後１円未満を切り捨て

て算出する。 

 

 




























